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広
報

7月 13日、桂川河川敷周辺で、県消防防災航空隊
大月市・上野原市の合同水難救助訓練が行われました。
当日は、両市の消防職員がボートなどを使った救助

訓練や防災ヘリ『あかふじ』から直接要救助者を吊り
上げ救助する訓練などを行いました。

●県消防防災航空隊大月市・上野原市合同水難救助訓練
7月14日、市役所庁議室で、上野原市と帝京科学大

学との連携に関する協定調印式が行われました。これは、
さまざまな分野で連携し地方の創生に資することを目的
に締結されたもので、当日は、江口市長と永沼充理事・
学長補佐とで協定書が交わされました。

●帝京科学大学との連携に関する協定調印式

7月16日、上野原市に、土砂災害警戒情報が発令さ
れました。台風11号の影響により降り始めた雨は、2
日間で320.5㎜を記録（甲府気象台観測）し、市内各地
で土砂崩れが起きました。また、秋山地区無生野・浜沢
や巌地区八ツ沢の一部などに避難勧告も出されました。

●土砂災害警戒情報発令
7月18日、もみじホールで、第11回図書館朗読の

つどいが行われました。これは、市立図書館と上野原朗
読の会が実施したもので、当日は会のメンバーが『ちい
ちゃんのかげおくり』などの作品を朗読しました。観客
は、心のこもった朗読に、聞き入っていました。

●第11回図書館朗読のつどい

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

戦後 70 年、忘れてはいけない 戦争の記憶
今月号の表紙は、太平洋戦争の激戦地の一つペリリュー島に残る旧日本軍の戦闘機『零戦』です。

私は夏休みを利用してペリリュー島へ取材に行きました。この島は、日本と米国あわせて約 1万
人の戦死者をだす悲惨な戦場でした。この島には、当時の事実を伝えようと、旧日本軍の弾薬庫
を利用した戦争資料館があります。このなかには、無益な戦争を二度と起こさせないために戦争
遺物が展示されています。当時を知る方が少なくなり、戦争の事実を語り継ぐことが難しくなっ
てきた近年、私はこのような戦争遺物がとても貴重なものだと感じています。今月の表紙写真は、
市内で撮影したものではありませんが、今も残る戦争遺物『零戦』や巻頭ページの記事などから、
一人でも多くの方が恒久平和や命の尊さを考えるきっかけになればと願っています。（大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 24,879 人 （− 29）
男 ● 12,423 人 （−  6）
女 ● 12,456 人 （− 23）

世帯 ● 10,016 世帯（+  2）
平成 27 年 7 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.126     24
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写真）南洋の島でひっそりと佇む零戦。
今もなお、戦争の事実を伝え続けている。

戦後 70 年、
忘れてはいけない
戦争の記憶



私
た
ち
市
民
の

戦
後
70
年
談
話

　
人
間
性
の
あ
る
人
材

70
年
前
、
マ
レ
ー
半
島
の
山
中
で
目
に
し
て
き

た
事
実
。『
置
い
て
い
か
な
い
で
く
れ
、
頼
む
よ
』

と
私
の
手
を
握
っ
た
戦
友
の
手
の
温
も
り
は
、
今

で
も
忘
れ
な
い
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
も

と
に
、『
戦
場
に
は
地
獄
に
は
無
い
地
獄
が
あ
る
』

と
語
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
当
の
意
味
を

理
解
で
き
る
者
は
、
今
で
は
少
数
だ
ろ
う
。

戦
後
70
年
が
経
ち
、
人
の
心
の
あ
り
方
も
変
わ

っ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
道
徳
教
育
の
必
要
性
が

言
わ
れ
て
い
る
。
私
は
、
生
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
性
の
あ
る
人
材
こ
そ

が
、
今
の
日
本
に
必
要
だ
と
思
う
。
兵
隊
に
な
る

た
め
の
教
育
を
う
け
て
き
た
私
た
ち
に
は
、
戦
争

を
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
人
材
が
一
人
で
も
多
く
い
れ
ば
、
昔
の

よ
う
に
戦
争
へ
の
誤
っ
た
道
を
進
む
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。

　　争を経験した 98 歳の方の話しを聞いた。今の日本は 70 年
　　前と良く似ていると言っていた。実際、テレビやニュースの報
道を見ていると 70年前のようなことが繰り返されるのではないか
と不安に思う。また、その方は「戦場には地獄には無い地獄がある」
とも話していた。戦争になれば友人や家族、恋人、いろいろな人と
離ればなれになり悲しい現実が待っている。私はまだ戦争に対する
知識が浅い。もっと日本の歴史を深く学ぶ必要があると感じた。平
和を守り続けるために何をするべきか考えていきたい。

市
いちかわ
川裕

ひろき
喜さん（16歳）

上野原高校２年
巌地区在住

　　争の記憶を伝える。これが戦後70年という年に、平和を考える
　　ことにとって大事な言葉だと思う。戦争の記憶を持つ方たちは、
これからどんどん少なくなる。戦時中なにがあったかという資料な
どを残すことがあっても、あのとき何を感じ、何を思ったのかとい
う人々の記憶を残すことは忘れられがちだ。戦争の記憶の声を直接
聞くことができる私たちの世代がそれを聞き、後の世代に伝えるこ
とで資料よりも近い形で伝わっていく。戦争の記憶が伝わっていく
ことがこれからの平和への考えを深めていくきっかけになると思う。

小
おまた
俣渓

けいわ
和さん（19歳）

大学生
上野原地区在住

　　は、戦争と平和について、さまざまな考え方を持って行動し
　　ている方たちがいると知った。また、戦争は二度と起こして
はならないものだと感じた。ただ、最近の報道をみていると、大
人たちは何を目指しているのかその本質が見えてこない。私は、
まだ未熟なせいかもしれないが、少なくともこれからの日本を担っ
ていくのは私たち若い世代になる。全ての戦争をなくし、平和な
世界をつくることは難しいことかもしれない。しかし、一人ひとり
の意識が変われば、必ず平和な世界をつくることが出来ると思う。

志
しむら
村聖

せいや
也さん　（17歳）

上野原高校 2年
甲東地区在住

　
欲
を
律
し
、
生
き
て
い
く

南
洋
の
島
々
で
、
私
は
多
く
の
戦
友
を
亡
く
し

た
。
理
髪
師
だ
っ
た
私
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
ら

髪
を
切
っ
て
や
る
と
戦
友
と
約
束
し
た
。し
か
し
、

そ
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ず
、
今
も
そ
の

悲
し
み
を
引
き
ず
る
。
や
は
り
、
人
の
命
が
虫
け

ら
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
戦
争
は
よ
く
な
い
。

そ
の
無
益
な
戦
争
は
、
人
間
の
欲
か
ら
始
ま
っ

た
。
今
の
時
代
も
人
間
の
欲
が
見
え
隠
れ
す
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
真
実
を
見
定
め
、
互
い
に
歩
み
寄

り
何
ご
と
も
話
し
合
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
戦

後
一
人
も
戦
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
日
本
の
平
和

を
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
私

は
思
う
。

戦
後
70
年
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
欲
を

律
し
、
命
の
尊
さ
を
考
え
、
共
に
生
き
て
い
く
、

こ
れ
こ
そ
が
今
、
私
た
ち
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

『戦争の記憶を伝える』

『歴史を深く学ぶ』

『次代を担う若い世代』

森
もりや
屋秀

ひでお
雄さん（98歳）

戦争体験者
上野原地区在住

佐
さとう
藤好

こうぞう
三さん（98歳）

戦争体験者
上野原地区在住

私

戦

戦

先
の
大
戦
か
ら
70
年
の
年
を
迎
え
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
で
は
、
日
本
の
兵
員
と
民

間
人
を
合
わ
せ
て
約
3
1
0
万
人
も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
国

民
の
誰
も
が
『
二
度
と
あ
の
よ
う
な
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
強
く
想

っ
た
は
ず
で
す
。
私
た
ち
は
、
あ
の
時
の
想
い
を
ど
う
受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代
へ

と
繋
ご
う
と
し
て
い
る
の
か
。

今
回
、
広
報
う
え
の
は
ら
で
は
、
悲
惨
な
戦
争
を
経
験
し
た
戦
争
体
験
者
と
次
代

を
担
う
若
者
に
、
戦
後
70
年
に
関
す
る
想
い
や
考
え
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、『
戦
争
と
平
和
』
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

巻
頭

私たち市民の

戦後 70年談話
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市では、地方創生の交付金を活用した
先行事業として、キヌア栽培推奨事業
や第３子以降保育料無料化補助金事業
などを進めています。

『
地
方
創
生
元
年
』と
い
わ
れ
る
今
年
。

国
を
あ
げ
て
人
口
減
少
問
題
や
地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
も
自

治
体
の
存
続
を
か
け
た
取
り
組
み
を

始
め
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、市
の
現
状
、

そ
し
て
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

27,790 30,153

23,647

20,264

16,948

27,114

推計値 老年人口
生産年齢人口
年少人口
総人口

国立社会保障・人口問題研
究所人口推計（H25.3）

市の人口ビジョン・総合戦略策定や人口減少問題について、提言などがある
団体・企業などがあれば伺います。詳細は、企画課特命地方創生担当までご
連絡ください。
●問い合わせ　企画課特命地方創生担当（☎ 62-3118）

出張ヒアリング

子育て支援分野移住定住分野

農林観振興分野

基本的視点

①「東京一極集中」を是正
② 若い世代の就労・結婚・
　 子育ての希望を実現
③ 地域の特性に即して地域
　 課題を解決

2060年に 1億人
程度の人口を確保

市の現状
市の人口は、平成 17 年 2 月の

合併から 10 年間で約 3,500 人減少しまし
た。また、2040 年には、16,948 人まで減
少すると推計されています（国立社会保障・
人口問題研究所人口推計）。
　このまま人口減少・少子高齢化が進むと
地域経済が縮小し、人口減少を加速させる

「負のスパイラル」に陥るリスクが高くな
ります。また、税収の減少で行政サービス
の維持が難しくなる一方、これまで個人や
地域で担っていたこともできなくなる可能
性が高くなります。つまり、今の地域社会
を維持することが非常に困難になります。

■ 15 歳以下の年少人口は、1990 年からの 20 年間で約 4 割減少
■ 65 歳以上の老年人口は、1990 年からの 20 年間で約 6 割増加
■ 年間出生数は、この 10 年間で約 50 人減少
■ 2010 年からの 30 年間で、人口は約 4 割、15 歳以下の年少人口は約 6 割減少すると推計

地方
創生 地

方
創
生
は
、
市
や
市
議
会
だ
け
で
な
く
、

市
民
全
体
で
考
え
、
取
り
組
む
課
題
で
す
。

地
方
創
生
を

考
え
る

上野原市の人口推計表 地方
創生

広報うえのはら　No.126    45      広報うえのはら　平成 27 年 8 月号　　　　　

日
本
の
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会
　

2
0
0
8
年
に
始
ま
っ
た
人
口
減
少

は
、
今
後
加
速
度
的
に
進
み
、

2
0
6
0
年
に
は
、
約
8
7
0
0
万

人
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、65
歳
以
上
の
人
口
比
率
（
高

齢
化
率
）
は
、
41
％
ま
で
上
昇
す
る
見

込
み
で
す
。（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
、
中
位
推
計
）

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
て
、
国
で

は
、
昨
年
12
月
に
日
本
の
人
口
と
将
来

の
姿
を
示
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
を
踏
ま
え
た
今
後
5
か
年
の
政
策

目
標
や
具
体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

人口ビジョンと総合戦略の策定
市では、こうした人口減少問題に対応するため、

人口の将来展望を記した人口ビジョンと
総合戦略を策定し、対策を実施します。

地方創生の交付金を活用した
先行事業分野

・観光振興事業
・移住定住促進事業（予定）
・キヌア栽培推奨事業（予定）
・第 3 子以降保育料無料化補助金事業
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財
政
公
表

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
予
算
執

行
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
毎
年
2
回
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
平
成
26
年
度
下
期

の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ

び
病
院
事
業
会
計
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、
市
の
会
計（
病
院
事

業
会
計
を
除
く
）で
は
、
平
成

26
年
度
出
納
整
理
期
間
（
平
成

27
年
4
月
1
日
〜
5
月
31
日
）

が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
今

回
公
表
す
る
額
は
決
算
額
と
は

異
な
り
、
収
入
率
、
支
出
率
、

市
債
残
高
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
財
政

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

平
成
26
年
度

下
期
の
財
政
公
表

地方譲与税
67,097千円

各種交付税
407,024千円

分担金および負担金
使用料および手数料
227,212千円

国庫支出金
952,061千円

県支出金
237,673千円

財産収入、寄附金、諸収入
145,097千円

繰入金、繰越金
293,945千円

地方交付税
3,750,240千円

市税
2,970,969千円

議会費
152,209千円

総務費
1,028,002千円

民生費
2,177,489千円

衛生費
1,204,537千円 労働費

10,495千円

農林水産業費
142,852千円

商工費
88,727千円

土木費
561,303千円

消防費
966,732千円

教育費
855,579千円

公債費
1,729,438千円

特別会計（平成27年3月31日現在　単位：千円・％）

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険 3,290,999 2,630,251 79.9 3,025,603 91.9
後期高齢者医療 494,631 199,740 40.4 469,996 95.0
介 護 保 険 2,101,174 1,676,171 79.8 1,869,266 89.0
介護サービス 5,641 5,052 89.6 4,894 86.8
公 共 下 水 道 666,125 191,723 28.8 606,449 91.0
簡 易 水 道 85,440 47,508 55.6 59,422 69.6
教育奨励資金 4,598 399 8.7 1,420 30.9
財 産 区 294,842 292,717 99.3 18,663 6.3
財産保護組合 3,067 3,017 98.4 0 0.0

計 6,946,517 5,046,578 72.7 6,055,713 87.2

住民負担の状況（平成27年3月31日現在）

科目 収入済額
（千円）

１世帯
あたり（円）

1人
あたり（円）

市 民 税 1,230,213 123,243 49,315
固定資産税 1,510,455 151,318 60,549
軽自動車税 51,010 5,110 2,045
市たばこ税 167,125 16,743 6,699

計 2,958,803 296,414 118,608
※一世帯一人あたりの負担は、世帯数 9,982 世
帯と住民基本台帳搭載人口 24,946 人をもとに
算出しています。
※入湯税は除く

予算の執行状況
　一般会計では、予算現額 121億円 1393 万 9千円に対して収入済額
が90億5,131万5千円、支出済額89億1,736万3千円となっています。

一般会計（歳入）
予算現額　12,113,939 千円
収入済額　  9,051,315 千円
収入率　　　　　　  74.7％

一般会計（歳出）
予算現額　12,113,939 千円
支出済額　  8,917,363 千円
支出率　　　　　　　73.6％

市債の状況
　市債は、公共施設の整備などのために金融機関や国などから借入れる、いわゆる『市の借金』です。一般会
計とその他の会計を合わせた市債の総額は、平成 27 年 3 月 31 日現在で 183 億 9660 万 4 千円となります。

区分 現在高
1普通債
　（１）総務債
　（２）民生債
　（３）衛生債
　（４）農林水産業債
　（５）商工債
　（６）土木債
　（７）消防債
　（８）教育債

4,816,442
2,587,932
122,200
116,465
168,021

0
1,265,404
21,741
534,679

2 災害復旧事業債
　（１）災害復旧事業債

35,121
35,121

病院事業会計
（平成27年3月31日現在　単位：千円）

区分 収入 支出 収支

収益的収支 269,702 377,986 △ 108,284

資本的収支 88,480 114,966 △ 26,486
※資本的収入額が資本的支出額に不足する額517,325千円は、
消費税および地方消費税資本的収支調整額ならびに過年度分
損益勘定留保資金で補てんしています。

　病院事業会計の収支は、総収益が 2億 6,970 万 2
千円、総費用が 3億 7,798 万 6 千円となり、市の公
益企業会計は、1億828万4千円の損失となりました。
一方、平成26年度末の医師は、常勤登録として2人、
看護師3人、検査技師を1人を増員し、医療環境の整
備を進めています。平成27年度当初からは、さらに
医師などの職員を増員し、地域に根ざした医療環境の
提供に努めます。

市有財産の状況
（平成27年3月31日現在　単位：㎡）

区分 土地 建物

行 政 財 産 594,486 116,705

普 通 財 産 254,181 907

土 地開発基金 210,506 0

計 1,059,173 117,612
　
　行政財産とは、普通地方公共団体において公用また
は公共用に使われる財産です。普通財産とは、行政財
産を土地開発基金以外のいっさいの公有財産です。土
地開発基金とは、公用または公共用に使うのに必要な
土地を購入するための基金です。

区分 現在高
3その他
　（１）臨時財政特例債
　（２）減税補てん債
　（３）臨時税収補てん債
　（４）臨時財政対策債
　（５）合併特例事業債
　（６）合併特例事業債

8,006,606
3,792

224,617
36,526

4,333,651
2,750,420
657,600

計（１+２+３＝一般会計分） 12,858,169
①簡易水道事業債 58,987
②下水道事業債 4,225,249
③病院事業債 1,254,199
計（①+②+③＝特別会計分） 5,538,435

合計（市債合計） 18,396,604

■ 歳入予算用語
科目 解説

市 税 市民税（個人・法人）、固定資産税など
地方譲与税 自動車重量譲与税、地方揮発油譲与税など
各種交付金 地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金など
分担金および負担金 保育料、老人ホーム入所者負担金など
使用料および手数料 市営住宅使用料、一般廃棄物手数料など
国県支出金 特定の目的のために国や県から交付されたお金
財 産 収 入 土地貸付収入など
寄 附 金 市民などから受ける金銭による寄附金
繰 入 金 基金や他の会計からの繰入金
繰 越 金 前年度から持ち越したお金
諸 収 入 他の収入科目に含まれない収入
市 債 事業を行うために国や金融機関などから借入れたお金

■ 歳出予算用語
科目 解説

議 会 費 議会活動にかかる経費
総 務 費 市の全般的な事務経費
民 生 費 児童・高齢者福祉や生活保護などの経費
衛 生 費 健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
労 働 費 労働者の生活安定のための経費
農林水産業費 農業、林業の振興などの経費
商 工 費 商工業の振興や観光宣伝などの経費
土 木 費 道路、河川、市営住宅の整備などの経費
消 防 費 消防、救急業務などの経費
教 育 費 全ての教育に関する経費
公 債 費 過去の借入金の返済金
災害復旧費 災害復旧工事などの経費

市債目的別現在高（平成27年3月31日現在　単位：千円）
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244人
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542人
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50人
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5％
239人

5％
235人

66％
3,225 人

5％
243人

20％
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29％
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32％
1,591 人

35％
1,733 人

63％
3,065 人

55％
2,671 人

10％
495人

二次予防事業対象者
二次予防事業対象外
判定することができない

総合 生活機能 運動機能 栄養状態 口腔機能 閉じこもり 認知症 うつ

上
野
原
市
総
合
防
災
訓
練

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
参
加
し
よ
う

国道２０号の通行止め基準が変わりました
大雨時における

県
内
の
国
道
20
号
に
は
、
大
雨
時
の
通
行
規
制（
通
行
止
）
区

間
が
4
か
所
あ
り
ま
す
。
国
は
そ
の
う
ち
の
2
か
所
の
通
行
規

制
基
準
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
急
な
雨
に
よ
る
災
害
に

備
え
て
1
時
間
雨
量
に
よ
る
通
行
止
め
の
基
準
も
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

上野原市二次予防事業対象者把握事業

市では、在宅で生活されている 65 歳以上の高齢者の方を対象に、要介護等状態になることを予防し、今後も
今の生活を続けられることを目的としたアンケート調査を実施しました。調査は、市の介護保険事業などに
協力をお願いしている帝京科学大学に委託して行いました。また、今回の調査には、「人と動物との生活がど
の程度密着しているか」に関する調査項目を入れて調査を行い、帝京科学大学が、この調査結果に対する分析・
考察を行いましたので、市の総合判定結果と合わせてその一部を報告します。

〜　帝京科学大学による「人と動物との生活」調査結果報告　〜

市
で
は
、
9
月
1
日
の
防
災
の
日
お
よ
び
防
災
週
間
（
8
月
30
日
〜
9
月
5
日
）

に
合
わ
せ
て
、
毎
年
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
次
の
日

程
と
内
容
で
行
い
ま
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
市
や

各
地
区
で
実
施
す
る
訓
練
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■県内国道 20 号大雨時通行止め基準変更内容
規制区間名 規制区間 規制条件【通行止】

区間 延長 従来 見直し後
上野原 上野原市井戸尻〜

上野原市腰巻
600m 連続雨量

250mm
連続雨量 300mm または
連続雨量 250mm かつ
時間雨量 50mm

初狩 大月市大月町真木〜
大月市初狩町下初狩

900m 連続雨量
250mm

連続雨量 300mm または
連続雨量 250mm かつ
時間雨量 60mm

※上記雨量に達しない場合にも、事前通行規制を行う場合があります。

中央本線

中央自動車道

境川

神奈川県

山梨県
上野原市

上野原工業
団地入口

至大月方面

至東京方面国道 20号

規制区間

諏訪神社

郵便局

1 日目

8月29日（土）

2日目

8月30日（日）

【場所】　市役所センタープラザ・もみじホール
【内容】　①各種体験コーナー（午後 3 時〜 5 時）
　　　　　消火、煙体験、AED 取り扱い体験など
　　　　②防災用品展示（午後 3 時〜５時）
　　　　③防災講演会（午後 6 時〜 8 時）
　　　　　演題『災害に強いまちづくり〜自助・共助・公助』（仮）
　　　　　講師　田中聡　氏
　　　　　  （常葉大学大学院教授、中越大震災ネットワークおぢや幹事）

午前 8 時 30 分に訓練開始の合図として、防災無線から訓練用の
緊急地震速報を放送します。家庭内での安全・防災対策や近所の安
全確認などをするとともに、各地区においても実施される訓練に参
加してください。

【主会場】　上野原東部地区　もみじホール
主会場では、避難所設置運営訓練などを行います。また、主会場以

外の地域でも、それぞれの地域の実情に合わせて訓練が行われます。
●問い合わせ　総務課行政防災担当（☎ 62-3117）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
で

検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
甲
府
河
川
国

道
事
務
所
道
路
管
理
第
二
課

（
☎
0
5
5

−

2
5
2

−
　

8
8
9
8
）、
総
務
課
行
政

防
災
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

規制区間マップ
（上野原）

  　  高齢者のペット飼育
　調査に協力してくれた高齢者全体では、2 割の方
がペットを飼育していました。ただし、家族構成に
よって、ペット飼育の割合が異なっていました。「家
族の中に 65 歳未満の人がいる」場合の割合と比べ
ると、「家族が 65 歳以上だけ」ではその割合が減り、
さらには「65 歳以上の高齢者の一人暮らし」では、
さらに少なくなっていることが分かりました（右表）。
つまり、高齢者だけ、さらには一人暮らしになれば
なるほど、何らかの理由でペットを飼いにくいとい
うことが示されました。
　帝京科学大学では、今後も上野原市の高齢者のペ
ット飼育について調べていきたいと思います。

《事業概要》
【対象者】　在宅で生活する 65 歳以上の高齢者 6,340 人
【調査実施期間】　平成 27 年 1 月〜 2 月
【アンケート回収人数】　4,899 人
【二次予防事業対象者】　1,564 人　
※二次予防事業対象者とは、今のままの生活を続ける
   と要介護等状態になる可能性の高い方をいいます。

　　   総合判定結果
　　　  右表は、市のアンケート調査の総
合判定結果をまとめたものです。市のアン
ケート調査は、要介護等状態になることを
予防するために必要なアドバイスや市の介
護予防事業のお誘いをするために実施した
ものです。
　右表のグラフ黒色は、アンケートの未
記入個所があったため判定結果が出せな
かった方、薄いグレー色は、すぐに心配な
ことはないが今後も今の生活を続けて欲
しい方、濃いグレー色は、すぐに日頃の生
活を見直さなければ要介護等状態になり
やすい方の人数と割合を示しています。
　アンケートに回答いただいた方全員には、結果アドバ
イス表を送付しました。また、濃いグレー色の方には、
市の介護予防事業のご案内を同封してあります。ぜひ、
これをきっかけに介護予防に積極的に取り組みましょう。

【問い合わせ】　
長寿健康課地域包括支援担当（☎62-3128）

市のアンケート調査

帝京科学大学による分析と考察

判定
結果

分析
考察

家族の中に 65歳未満
の人がいる

家族が 65歳以上だけ 65歳以上の高齢者の
一人暮らし

飼育している

飼育していない

無回答
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28％
611人

19％
292人

13％
71人

68％
1,491 人

76％
1,190 人

79％
443人

4％
82人

5％
77人

8％
46人

■家族構成によるペット飼育の割合
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
）に
つ
い
て

の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
教
え
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

A  法律に規定があるものを除き、マイナンバーなどの利用、収 
     集は禁止されています。
A  マイナンバーを収集する際には、本人確認が義務づけられて
     います。
A  第三者機関が、マイナンバーが適切に管理されているか監視、
　  監督します。
A  法律に違反した場合、従来に比べ罰則を強化しています。

平成 28 年 1 月〜　
マイナンバー利用開始

シ
リ
ー
ズ
《
第
5
回
》

平成 27 年 10 月〜　
住民票の住所地に通知カード送付

●問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

『
元
気
い
き
い
き
教
室
』
開
催

■
対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
要

介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳

以
上
の
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

・
二
次
予
防
　
自
立
し
た
生
活
を
し

て
い
る
が
何
ら
か
の
病
気
や
症
状

が
あ
り
、
要
支
援
や
要
介
護
状
態

に
な
る
可
能
性
が
高
い
方

・
一
次
予
防
　
現
在
、
健
康
な
状
態

で
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
る
方

※
参
加
希
望
の
方
は
、
主
治
医
に
運

動
が
可
能
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
二
次
予
防
お
よ
び
一
次
予
防
の
対

象
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
申
し
込

み
後
に
行
う
聞
き
取
り
調
査
の
結

果
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

■
開
催
内
容
　
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま

の
体
操
な
ど
を
行
い
、
日
常
動
作

に
必
要
な
筋
力
な
ど
を
養
い
ま
す
。

膝
痛
、
腰
痛
、
転
倒
予
防
に
つ
な

げ
ま
す
。
ま
た
、
認
知
機
能
を
高

め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。

■
定
員
　
25
名

■
参
加
料
　

1
回
5
0
0
円

※
新
規
参
加
者
は
、
参
加
料
の
他
に
保

険
料
1
0
0
0
円
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法
　
長
寿
健
康
課
地
域
包

括
支
援
担
当
ま
た
は
秋
山
支
所
・

各
出
張
所
に『
元
気
い
き
い
き
教
室
』

利
用
申
請
書
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
介
護

予
防
を
重
点
的
に
行
う
必
要
の
あ

る
方
（
二
次
予
防
対
象
者
）
を
優

先
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
　

8
月
21
日（
金
）
午

後
5
時

■
問
い
合
わ
せ
　
長
寿
健
康
課
地
域
包

括
支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

市
で
は
、
羽
置
の
里
び
り
ゅ
う
館
で
開
催
す
る
「
元
気
い
き
い
き
教
室
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

羽
置
の
里
び
り
ゅ
う
館

国勢調査を実施します

《
公
聴
会
の
開
催
》

■
日
時
　

9
月
2
日
（
水
）
午
後
7
時

■
場
所
　
島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

《
縦
覧
お
よ
び
意
見
書
の
提
出
》

■
縦
覧
期
間
　

8
月
3
日（
月
）
〜
17

日
（
月
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
　
県
都
市
計
画
課
、
県

富
士
東
部
建
設
事
務
所
都
市
計

画
・
建
築
課
、
市
都
市
計
画
課

■
意
見
書
の
提
出
　
公
聴
会
に
出
席

し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
縦
覧
期
間
内
に
、
意
見
の

要
旨
お
よ
び
理
由
、
住
所
、
氏
名

な
ど
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限
　

8
月
17
日
（
月
）
午

後
5
時
15
分

■
提
出
先
　
県
富
士
・
東
部
建
設
事

務
所
都
市
計
画
・
建
築
課

※
意
見
書
の
提
出
が
で
き
る
方
は
、

上
野
原
都
市
計
画
区
域
の
住
民
お

よ
び
利
害
関
係
者
で
す
。
な
お
、

意
見
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
公

聴
会
の
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
県
都
市
計
画
課
（
☎

0
5
5

−

2
2
3

−

1
7
1
6
）、

県
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
都
市
計

画
・
建
築
課
（
☎
22

−

7
8
3
6
）、

市
都
市
計
画
課
計
画
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

上
野
原
都
市
計
画
道
路
東
通
り
線

都
市
計
画
決
定（
変
更
）に

関
す
る
公
聴
会
の
開
催

県
で
は
、
都
市
計
画
道
路
東
通
り
線（
上
野
原
市
新
田
地
内
）
の
線
形
改

良
（
JR
跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
付
近
の
道
路
線
形
改
良
）
に
関
す
る
都
市
計
画（
変
更
）

の
素
案
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、こ
の
都
市
計
画
決
定（
変
更
）

に
関
す
る
公
聴
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

● 期 間　9 月 7 日（月）〜 11 月 30 日（月）の
　　　　  毎週月曜日（全 12 回）
　　　　  ※ 9 月 21 日（祝・月）を除く
● 時 間　午前 10 時〜午後 1 時
● 場 所　羽置の里びりゅう館

A 個人情報は、今までどおり分散して管理します。特定の機関が
　 一括所有することはありません。
A 情報にアクセスできる人は、制限・管理されています。
A 行政機関間の通信は、暗号化されます。

Q   個人情報の漏えい対策は大丈夫？ 
Q   なりすまし被害にあったらどうしよう？
Q   国に個人情報をなんでも一元管理されてしまうのでは？ 

■ 回答（制度面）

■ 回答（システム面）

■ 質問

今
年
の
10
月
1
日
期
日
で
、
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
方
を
対
象

に
し
た
統
計
調
査
で
す
。

9
月
か
ら
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の

ご
自
宅
を
1
軒
1
軒
訪
問
し
、
調
査

書
類
を
配
布
し
ま
す
。

【
回
答
方
法
】　

次
の
2
つ
の
方
法
か
ら
選
ん
で
回

答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

調査員が配布した ID・
パスワードを使ってパ
ソコン・スマートフォ
ンで回答

調査員が配布した紙の
調査票での回答

１２

みなさんのご協力をお願いします

後日調査員が回収に伺
います。

回答内容が市や国に直
接送られるため、調査
員が再度伺うことはあ
りません。
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らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

市 長 の ひ と 言

市 長 へ の 手 紙

障
が
い
児
の
為
に
バ
ス
停
の

表
記
と
場
所
の
確
保
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
要
望
》　

　
　
子
ど
も
が
や
ま
び
こ
支
援
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。
通
学
時
に
困
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
市
役
所
の
正
面

玄
関
前
は
障
が
い
児
が
乗
降
す
る
バ

ス
停
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
日
、

観
光
バ
ス
が
こ
の
バ
ス
停
を
ふ
さ

ぎ
、
い
つ
も
の
場
所
で
乗
降
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
障
が
い

児
は
、
い
つ
も
と
違
う
こ
と
が
ほ
ん

の
少
し
で
も
起
き
る
と
パ
ニ
ッ
ク
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
は
っ
き

り
と
バ
ス
停
の
表
記
が
な
い
の
も
良

く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
せ
め
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
着
く
時
間
だ
け
で

も
市
役
所
正
面
玄
関
前
に
駐
車
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

《
回
答
》　

　
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま

い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
や
ま
び
こ

支
援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
停
車

に
つ
い
て
、
市
職
員
の
ほ
か
、
当
該

バ
ス
事
業
者
に
も
周
知
し
ま
し
た
。

バ
ス
停
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
戦
後
70
年
を
想
う
』

1
9
4
5
年
8
月
6
日
、

9
日
、
原
子
爆
弾
が
広
島
、
長

崎
に
投
下
さ
れ
、
20
万
人
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後

70
年
が
た
つ
今
で
も
、
多
く
の

方
が
こ
の
と
き
に
あ
び
た
放
射

線
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
二
度
と
起

こ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
原
子

爆
弾
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。し

か
し
、
近
年
こ
の
悲
惨
さ
を

語
り
継
ぐ
方
た
ち
が
高
齢
と
な

り
、
当
時
を
知
る
方
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
争
の

記
憶
が
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
私
は
、
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
国
民
と
し
て
、
後
世

に
こ
の
事
実
を
語
り
継
ぐ
責
務
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
県
下
27
市
町
村
が
加

盟
し
て
い
る
「
山
梨
県
非
核
宣

言
自
治
体
連
絡
協
議
会
」
の
会

長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
戦
後

70
年
の
節
目
を
迎
え
る
今
年
、

私
は
こ
の
協
議
会
の
前
会
長
と

し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界

平
和
を
訴
え
る
た
め
の
新
聞
広

告
を
、
8
月
6
日
に
発
行
す
る

新
聞
に
掲
載
し
ま
す
。

私
た
ち
は
今
一
度
、
多
く
の

方
が
亡
く
な
っ
た
過
去
の
過
ち

を
振
り
返
り
、
平
和
へ
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

ちょっと

No.65

〜　上野原市のまちづくりについて話し合う　〜

『よっちゃれ市民座談会』in大鶴 

ふ れ 愛 卜 ー ク

■ 日時　8 月 26 日（水）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話

時間はおおむね 20 分間です。

■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

市民のみなさんと市長との

『
よ
っ
ち
ゃ
れ
市
民
座
談

会
』
は
、
月
に
1
〜
2
回
程

度
、
市
内
の
各
地
区
に
市
長

が
伺
い
、
そ
の
地
区
に
住
む

み
な
さ
ん
と
、
こ
れ
か
ら
の

市
の
発
展
や
新
し
い
ま
ち
を

創
造
し
て
い
く
た
め
に
何
が

必
要
か
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
う
も
の
で
す
。
参
加
は
、

そ
の
開
催
地
区
に
住
む
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
希
望
者
は
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
5
回
目
の
開
催
地
区
は
、

次
の
と
お
り
、
大
鶴
地
区
で

す
。

あ る 日 の 市 長 江口市長のある日の一日を紹介します。

新上野原保育所建設の安全を祈願して、鍬入れを行
う江口市長

棡原地区のよっちゃれ市民座談会開催の様子

6 月 20 日（土）、ふるさと長寿館で、『よっちゃれ市民座談会 in 棡原』
を開催しました。当日は、23 名の地域のみなさんが参加し、市の将来に
ついて話し合いました。参加者からは、『子育てサロンが併設された棡原
保育所の存続によって地域間の交流を図ることができる』『長寿村とい
えば棡原といったブランドづくりが必要』など、多くの提案がありました。

開催地区　大鶴地区
日時　8 月 22 日（土）
時間　午後 7 時〜
場所　（仮）大鶴出張所 1 階会議室

今月の
開催地区

『よっちゃれ市民座談会 in 棡原』開催報告

江口市長が鍬入れ

新上野原保育所竣工式　7/10（金）
この日、旧上野原市立病院跡地で、新上野原保育所の竣工

式が行われました。
当日は、建設に関わる多くの関係者が見つめるなか、保育

所建設の安全を祈願して、江口市長が鍬入れを行いました。
なお、新上野原保育所は、平成２９年４月の開所を目指し

て建設を進めていきます。
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保健だより
●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№34

うえのはら健康家族
Healthy Life

★乳幼児すこやか発達相談
◎日 時	 8 月 10 日（月）予約制
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者

◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 28 年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 マンモグラフィ検査
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前 9 時〜 11 時
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い

合わせください。

★乳幼児健診

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 28 年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・前腕とう骨検査
◎検 診 日	 8 月 18 日（火）、9 月 15 日（火）
※毎月第 3 火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1 時〜 5 時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★日本脳炎定期予防接種
　平成7年4月2日生まれから平成19年 4月1日
生まれの方については、1期および2期の未接種分を、
20歳未満までの間、法定接種（無料）として受ける
ことができます。接種を希望される場合は、保健担
当へご連絡ください。

★がん検診推進事業
　がん検診推進事業の案内通知が届いた方で、まだ
検診を受けていない方は、市の集団検診および委託
医療機関で検診を受けましょう。

『メタボ予防教室』に参加しよう
メタボリックシンドロームと聞いてみなさんはど

う思われるでしょうか。お腹回りがちょっと大きい
くらいに軽く考えていませんか？しかし、今は身体
に悪いところがなくても、その状態を放っておくと
命に関わる病気を招く恐れがあります。例えば、糖
尿病です。この病気が悪化すると、失明や腎不全に
なる可能性が高まります。また、人工透析が必要に
なるなど、今後の生活に大きな影響をおよぼす場合
もあります。そのような状態にならないためにも、
まずは肥満を解消することが大切です。

市では、このような肥満解消に向けた生活改善の
お手伝いを行う『メタボ予防教室』を昨年度から開
催しています。ぜひ、お腹回りが気になる方は参加
してください。

今月のテーマ

『 メタボ予防 』
肥満解消が大切です

脳ドックのご案内（上野原市立病院）

■ 基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部 MRI・MRA
■ 検診料金　32,400 円（税込）
※オプション：頸動脈超音波検査 5,940 円（税込）
■ 実施日時　8 月 29 日（土）、9 月 26 日（土）午後
■ 定　員　4 名
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）

禁煙外来のご案内
《上野原市立病院》
■ 日時　火・金曜日の午後２時〜３時（完全予約制）
■ 予約受付　平日午後２時〜４時
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）

《秋山診療所》
■ 日時　月曜日（時間要相談）
■ 予約受付　月、火、水、金　午前 9 時〜 11 時 30 分
■ 問い合わせ　秋山診療所（☎ 56-2014）
※費用は両院ともに 5 回で 13,000 円〜 20,000 円程度（3 割負担の場合）

実施日 該当児

4 か月児
8 月 6 日（木） H27 年 3月 1 日〜 31 日生
9 月 4 日（金） H27 年 4月 1 日〜 30 日生

9 か月児
8 月 6 日（木） H26 年 10月 1 日〜 31 日生
9 月 4 日（金） H26 年 11月 1 日〜 30 日生

1 歳
6 か月児 8 月 18 日（火） H26 年 1 月 1 日

　〜 2 月 15 日生
2 歳 児 8 月 3 日（月） H25 年 6 月 16 日〜 7 月 31 日生
3 歳 児 9 月 2 日（水） H24 年 7 月 16 日〜 8 月 31 日生

『メタボ予防教室』
■対象者　市の特定検診を受けた方で、BMI が 25
　　　　　以上の方、メタボ予防に興味のある方
■ 日　時　8 月 21 日（金）、10 月 21 日（水）、12
　　　　　月 15 日（火）、平成 28 年 3 月 9 日（水）、
　　　　　午前 9 時 15 分〜 11 時
■ 内　容　血圧・体重・腹囲測定、情報交換、運動など
※ 10 月 21 日と 3 月 9 日は、健康運動指導士による
　 実技になります。
■ 申込方法　電話で長寿健康課保健担当へお申し込み
　　　　　　  ください。

＝ 山梨県風しん抗体検査の無料実施 ＝

　県では、先天性風しん症候群の発生を防止する
ために、妊娠を希望する女性などを対象に、各保
健所で無料の風しん抗体検査を実施しています。
　また、風しんに対する免疫（抗体価）が低いと
いう検診結果になった方は、ワクチン接種を受け
るための医療機関への受診勧奨を行っています。　
　これは、先天性風しん症候群の発生防止につな
げる目的で行っています。
　詳しくは、県のホームページ
をご覧ください。
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■
支
給
時
期　

毎
年
4
月
・
8
月
・

12
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

（
4
か
月
分
）
ま
で
を
支
給

■
申
請
方
法　

指
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
、
福
祉
課
子
育
て
支

援
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
は
、
福
祉
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
支
給
要
件
に
よ
っ
て
は
、
添
付

す
る
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

《
児
童
扶
養
手
当
制
度
》

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
父
母

の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
が
、
養
育
さ
れ
る
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
の
た
め

に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

■
支
給
対
象　

国
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
以
降

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
、
ま
た
20
歳
未
満
で

今
年
も
次
の
日
程
で
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

9
月
26
日（
土
）

●
場
所　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

●
競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
、
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど

●
申
込
期
限　

8
月
14
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
寿

健
康
課
地
域
包
括
支
援
担
当

（
☎
62

−

3
1
2
8
）

●
対
象　

秋
ソ
バ
の
作
付
け

※
他
の
補
助
事
業
と
重
複
す
る
場

合
は
対
象
外

●
補
助
金
額　

1
ア
ー
ル
当
た
り

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
8
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
8
月
10
日（
月
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　

8
月
7
日（
金
）午
前
9

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜

3
時

●
場
所　

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

●
対
象　

16
歳
〜
69
歳
ま
で
の
健

康
な
方

※
65
歳
以
上
の
方
の
献
血
は
、
60

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血

経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
現
在
妊
娠
中
の
方
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
持
ち
物

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳

（
献
血
経
験
の
あ
る
方
）

※
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
は
当
日

発
行
い
た
し
ま
す
。

・
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
☎
62

−

4
1
3
4
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

政
令
の
定
め
る
程
度
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
者
）
を
監
護
し
て

い
る
父
、
母
、
ま
た
は
、
父
も

し
く
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
1
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

D
V
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

・
未
婚
の
母
の
子

《
手
当
の
一
部
支
給
停
止
》

父
ま
た
は
母
で
あ
る
受
給
資
格

者
に
対
す
る
手
当
は
、
手
当
の
支

給
要
件
に
該
当
し
た
月
の
初
日
か

ら
7
年
を
経
過
し
た
と
き
、
ま
た

は
、
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
5

年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
手
当
の

額
が
2
分
の
1
に
な
り
ま
す
。

※
適
用
除
外
要
件
に
該
当
し
、
届

出
書
な
ど
を
提
出
す
れ
ば
減
額

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

3
千
円
（
上
限
5
万
円
）

●
申
請
方
法　
作
付
け
後
、
経
済
課

へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
経
済
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限　

8
月
31
日
（
月
）

必
着

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
村
地

域
づ
く
り
担
当
（
62

−
3
1
1
9
）

い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
2
0
1
5
開
催

献血の様子

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」・「
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
更

新
申
請
書
」
は
、
必
ず
提
出
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
と
8
月
分
以
降
の

手
当
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

《
提
出
期
限
》　
8
月
31
日（
月
）

※
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
て
い
な

い
方
で
支
給
要
件
に
該
当
す
る

方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
や
申
請
書
の
用
紙
は
、

受
給
者
全
員
に
郵
送
し
て
あ
り

ま
す
。

※
提
出
時
に
審
査
が
あ
り
ま
す
の

で
、
受
給
者
本
人
が
直
接
福
祉

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

献
血
の
お
知
ら
せ

ソ
バ
の
作
付
け
に

奨
励
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市 道八ツ沢大椚線
交差点改良工事のお知らせ

■ 児童扶養手当額
児童数 全部支給額 一部支給額

1人 42,000 円 所得に応じて月額 9,910 円〜
41,990 円の範囲で決定

2人 5,000 円加算 児童 1人の手当月額に
5,000円を加算した額

3人 3,000 円加算 3人目から児童 1人増すごとに
3,000円加算します

全部支給額および一部支給額は、所得制限によって決められます

児
童
扶
養
手
当
制
度

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」、「
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格

更
新
申
請
書
」
提
出
期
限

　市教育委員会では、平成 28 年成人式実行委員
を募集します。企画・運営に協力していただける
方は、社会教育担当までご連絡ください。

■ 募集期間　8 月 3 日（月）〜 10 月 30 日（金）

《平成 28 年成人式》
■ 日　時　平成 28 年 1 月 10 日（日）
　　　　　 午前 11 時〜受付開始 、午前 11 時 30 分
　　　　　  〜式典開始
■ 場　所　もみじホール
■ 対象者　平成 7 年 4 月 2 日〜平成 8 年 4 月 1 日
　　　　　 までに生まれた方
※招待状は送付しません。該当する方は、直接会

場にお越しください。
※市内に住所がなくても、当市出身者であれば参

加できます。
■ 問い合わせ　社会教育課社会教育担当（☎ 62-3409）

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（62）3111
総 務 課（62）3117
企 画 課（62）3118
秋 山 支 所（56）2 111
税 務 課（62）3113
市 民 課（62）3112
生 活 環境課（62）3114
福 祉 課（62）3115
長 寿 健康課（62）4 133
経 済 課（62）3119
建 設 課（62）3123
都 市 計画課（62）3191
会 計 課（62）3116
議 会 事務局（62）3344
学 校 教育課（62）3408
社 会 教育課（62）3409
保健センター（62）4134
地域包括支援センター（62）3128
消 防 本 部（62）4 112
消 防 署（62）4 111

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

宿題は　最初の三日で
終わらせろ　蜩

ひぐらし

タイプ
最後に泣くな　

（巌地区　佐々木信一さん）

「今月の俳句・短歌・川柳」を募
集します。申込みは、名前、連
絡先、作品、句の解説等をメー
ルまたは郵送で企画課までお送
りください。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

平成 28 年

成人式の実行委員を募集します

市道八ツ沢大椚線は、上野原高校入口交差点
を起点とした上野原高校、帝京科学大学、東京
西工業団地、消防庁舎などの施設が集まる交通
量の多い路線です。また、道路の幅も狭く見通
しも悪いため、交通事故の発生が心配されてい
ました。

市では、このような状況を改善するため、市
道八ツ沢大椚線交差点の改良工事を行います。

工期期限までは、片側交互交通規制や騒音な
ど、大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
■ 工期　平成 28 年 3 月 25 日（金）まで

【問い合わせ】建設課道路河川担当（☎ 62-3123）

  お知らせ

消防庁舎

ガソリンスタンド

大月方面

上野原駅方面

鶴川

上野原高校入口
交差点

道路改良区間
190m

国道 20号
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●
講
習
日
・
会
場
・
定
員

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

●
講
習
の
種
別

・
給
油
取
扱
所
講
習　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
0
時
30
分（
受
付

午
前
9
時
〜
9
時
30
分
）

・
そ
の
他
講
習　

午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分（
受
付
午
後
1
時

〜
1
時
30
分
）

●
受
講
申
請
受
付
期
間　

8
月
24

日（
月
）〜
28
日
（
金
）午
前
9
時

〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

●
受
講
申
請
受
付
場
所　

上
野
原

市
消
防
本
部
、（
一
社
）山
梨
県

危
険
物
安
全
協
会

●
受
講
手
数
料　

4
7
0
0
円

（
山
梨
県
収
入
証
紙
）

※
受
講
申
請
書
は
、
市
消
防
本
部

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
☎
62

−

4
6
7
1
）

●
日
時　

8
月
5
日（
水
）午
後
6

時
〜
8
時
15
分（
雨
天
翌
日
順

延
）

●
場
所　

三
生
会
病
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
内
容　

盆
踊
り
、
模
擬
店
、
イ

ベ
ン
ト
、
花
火
な
ど

※
会
場
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

三
生
会
病
院

（
☎
62

−

3
3
5
5
）

●
日
時　

9
月
11
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
B

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

①
消
費
生
活
関
連（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
1
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
・
②
と
も
に
各
3
人
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　

8
月
27
日（
木
）

〜
9
月
9
日（
水
）（
土
日
除
く
）

先
着
順

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
☎

62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　

10
月
22
日（
木
）、
23
日

（
金
）（
2
日
間
）
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分

※
受
付
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら

●
場
所　

大
月
市
民
会
館
3
階
講

堂
（
大
月
市
御
太
刀
2

−

11

−

22
）

●
定
員　

1
0
0
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
講
料　

4
千
円

●
願
書
受
付
期
間　

7
月
6
日

（
月
）
〜
8
月
21
日
（
金
）（
土
・

日
・
祝
日
除
く
）
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分

●
願
書
受
付
場
所　

市
消
防
本
部

消
防
総
務
課

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
予

防
担
当
（
☎
62

−

4
6
7
1
）

●
テ
ー
マ　
『
残
し
て
お
き
た
い

上
野
原
の
風
景
・
情
景
』

●
応
募
資
格　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

な
ら
誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
規
定　

平
成
25
年
4
月
1

日
以
降
に
市
内
で
撮
影
し
た
も

「
無
料
法
律
相
談
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

『
上
野
原
市
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ 農地の貸し借りの新たな仕組みとして、昨

年度から農地中間管理事業がスタートしま
した。
農地の貸し借りは、公的機関が仲介するの
で、安心して農地の貸し借りができます。

『農地を貸したい』『農地を借りたい』『制
度の詳細を知りたい』という方は、気軽に
ご相談ください。

■ 問い合わせ　県富士・東部農務事務所（☎
45-7825）、県農村振興課（☎ 055-223-
1597）、市経済課農村地域づくり担当（☎
62-3119）

  お知らせ

農地中間管理事業を
活用しよう !!

の
で
未
発
表
の
作
品
、
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
A4
サ
イ
ズ
で
合
成
加

工
・
修
整
し
て
い
な
い
も
の

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

作
品
の
応
募
も
可
能
で
す
。

●
応
募
方
法　

応
募
作
品
の
裏
に

『
応
募
票
』
を
貼
付
け
て
市
教
育

委
員
会
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
『
応
募
票
』
は
、
市
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
の
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
応
募
期
限　

9
月
30
日
（
水
）

●
応
募
点
数　

1
人
5
点
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

市
文
化
協
会
写

真
部 

菊
地
（
☎
62

−
3
5
0
1
）

募集種目 募集人員 資格 受付期間 試験日

防衛医科大学校
医学科学生

《参考 26 年度》
約 85 名 高卒（見込含）21 歳未満の者 9月5日（土）

〜 30 日（水）
《1 次》10 月 31 日（土）〜 11 月 1 日（日）
《2 次》12 月 16 日（水）〜 18 日（金）

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

《参考 26 年度》
約 75 名 高卒（見込含）21 歳未満の者 9月5日（土）

〜 30 日（水）
《1 次》10 月 17 日（土）
《2 次》11 月 28 日（土）、29 日（日）

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推薦 約 60 名
男子で中卒（見込含）17 歳未満の者の、
成績優秀かつ生徒会活動などに顕著な実
績を修め、学校長が推薦できる者

11月1日（日）
〜 12 月 4 日（金）

☆平成 28 年 1 月 9 日（土）〜
　11 日（祝・月）

一般 約 260 名 男子で中卒（見込含）17 歳未満の者 11月1日（日）
〜平成 28 年 1 月 8 日（金）

《1 次》平成 28 年 1 月 23 日（土）
《2 次》平成28年2月4日（木）〜7日（日）

貸費
学生 技術

《参考 26 年度》
陸・海・空　
約 10 名

大学の理学部、工学部の 3・4 年次または、大
学院（専門職大学院を除く）修士課程在学（正
規の修業年限を終わる年の 4 月 1 日現在で 26
歳未満（大学院修士課程在学者は 28 歳未満））

12月1日（火）
〜平成 28 年 1 月 8 日（金） 平成 28 年 1 月 30 日（土）

予備
自衛官補

一般 陸　約 1,400 名 18 歳以上 34 歳未満の者 《第 2 回目》
7 月 1 日（水）〜
9 月 18 日（金）

《第 2 回目》
☆ 10 月 2 日（金）〜 5 日（月）技術 陸　約 200 名

18 歳以上で国家免許資格などを有する者
（資格により 53 歳未満〜 55 歳未満の者）

※☆印は、その期間中のいずれかの 1 日を試験日として指定します。
※予備自衛官補の第 1 回目の採用試験は、終了しています。第 2 回目試験の募集人員は、募集人員から第 1 回目試験の採
　用者数を差し引いた人員となります。
●問い合わせ　自衛隊大月地域事務所（☎ 22-1298）

平成 27 年度自衛官等募集案内

平
成
27
年
度
「
危
険
物
取

扱
者
保
安
講
習
」
受
講
案
内

講習日 講習会場 定員

9月29日（火） 山梨県自治会館
（甲府市蓬沢 1-15-35） 200 人

9月30日（水） 富士吉田市民会館
（富士吉田市緑ヶ丘 2-5-23） 150 人

10月1日（木） 甲州市民文化会館
（甲州市塩山上塩後 240） 150 人

10月2日（金） 桃源文化会館
（南アルプス市飯野 2971） 300 人

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

付
与
講
習
会
の
ご
案
内

三
生
会
病
院「
盆
踊
り
大
会
」

を
開
催
し
ま
す

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

バレーボール競技

第34回関東ブロック競技別
交流大会山梨県予選で優勝 !!

    6 月 28 日（日）に甲府市で行われた第 34 回関東ブロッ
ク競技別交流大会山梨県予選バレーボール競技で、上野
原バレーボール少年団が優勝を果たしました。
　おめでとうございます。

上野原バレーボール少年団 のみなさん

法務大臣から

人権擁護委員に委嘱

佐
さ と う

藤 滿
みつる

 さん

　上野原地区にお住まいの佐藤滿さん
は、7月 1日付けで法務大臣から人権
擁護委員に委嘱されました。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

● 子育てプレイルーム

す くすく育て、
うえのはらっ子  

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

藤来

 ※ 1 反頭・清水
竹内・田邉

田邉

岡本・村田
石井

反頭

藤来・
川合・清水

村田

清水
濱・藤来

山﨑

岡本・村田
進藤

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 牧野 杣津 牧野 牧野 牧野
小 児 心 臓 外 来 午後 ※ 2（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常
勤医師交替 長坂

外科・肛門外科
午前 吉田（完全予約制） 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
※ 7 皮 膚 科 午前 / 午後 大沼 三井 安藤
整 形 外 科 午前 金沢 中島 戸島 田 須田

眼 科 午前 間渕（午後あり） 中込 ※ 3 大野
（予約）

※ 4 大野
（時間短縮）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 芦澤 森山
※ 5 泌 尿 器 科 午前 8/4・18 8/1・8・15・22
※ 6 婦 人 科 午前 山梨大非常勤医師

西 原 診 療 所 午後 反頭

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本 ☆反頭

古屋 上條

※この案内は、7 月 14 日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院 8 月の外来診療のご案内》　　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

★小児科の夜間・休日診療などは、山梨県の小児医療体制などに基づき、「富士・東部小児初期救急医療センター」で行
っていて、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応となっています。当院の小児科医は、他病院の小児科医とともに、
センターでの診療にあたっています。ご理解とご協力をお願いします。（富士東部小児初期救急医療センター☎ 0555-
24-9977）

☆ 8 月から火曜日の秋山診療所の診療は、午後となります（受付時間午後 2 時〜 4 時）。
●受付時間は、午前 8時〜 11時 30分です。午後の受診がある場合は、午後 2時〜 4時です。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
※ 1　4 月から竹内医師による「睡眠時無呼吸・いびき」の専門外来を始めます。
※ 2　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
※ 3　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
※ 4　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
※ 5　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：小松医師 8 月 1 日（土）・15 日（土）、阿南医師 8 月 8 日（土）・22 日（土）、村石医師 8 月
　　　 4 日（火）・18 日（火）】。なお、初診の受付の火曜日は、午前 10 時までとなります。また、土曜日は、午前 11 時 30 分までとなります。　
※ 6　婦人科の診療は、4 月から山梨大学の派遣医師による午前のみの診察で、受付時間は、従来どおり午前 10 時 30 分までとなり
　　　ます。派遣医師は、渡邊弓花、大木麻喜医師で交代制の予定です。
※ 7　皮膚科の午後の受付は、金曜日のみ午後 2 時〜 3 時 30 分までとなります。

● 8 月の各種相談日

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 30 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週月曜日〜金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

30 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 13 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

人 権 相 談 10 日（月）、28 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 17 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 20 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

8 月の「たまひよママのお茶会」は、

お休みとなります。子育てプレイルーム

は、次のとおり行います。

物置・電動工具・屋根用塗料など、
ぜひ振興券をご利用ください

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

振興券でお得にお買い物をしよう

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

【日　時】　8 月 12 日（水）、19 日（水）午前 9 時〜正午、
　　  　　   8 月 5 日（水）、26 日（水）、9 月 2 日（水）　
　　　　　　午前 9 時〜午後 3 時

【場　所】　もみじホール 2 階会議室 2
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。
※ 8 月 19 日（水）は 1 階多目的ホールで行います。
※詳しくは、お問い合わせください。
●申込み・問い合わせ　
　福祉課子育て支援担当（☎ 62-3115）

●『電話詐欺に要注意 !!』
オレオレ詐欺・架空請求詐欺・融資保証金詐欺・

還付金詐欺など、自宅などに電話をかけて騙そうと
する詐欺を山梨県では、

　　『電
で ん わ さ ぎ

話詐欺』と呼ぶことにしました。
ここまで大事に育ててくれた
お父さん、お母さんの大切な財産を守るのは、
息子、娘のあなたです。
●問い合わせ　上野原警察署（☎63-0110）

　　8 月 1 日〜 31 日は
●『道路ふれあい月間』です

《平成 27 年度『道路ふれあい月間』代表標語》
いい出会い　いい道からの　贈り物

国土交通省では、毎年 8 月を「道路ふれあい月間」
として、道路の正しい利用の啓発と道路愛護活動の推
進などを図るための活動を行っています。

この月間を機会に、道路の重要性を再認識するととも
に、道路は常に正しく、美しく、安全に利用しましょう。

●問い合わせ　建設課道路河川担当（☎ 62-3123）

　　学校カウンセラーが
●『教育相談』と『就学相談』を行います

【日　時】　平日の午前 8 時 30 分〜午後 4 時 30 分
　　　　　※夏休み期間中は、毎週水曜日となります。

【場　所】　もみじホール３階相談室
※相談には、学校カウンセラーの土屋すみじ先生と

八木連子先生の２名が対応します。
※学校カウンセラーは、市外出張や学校訪問などで

不在となる場合があります。相談に来られる際は、
事前にご連絡ください。

●問い合わせ　学校カウンセラー相談室
　　　　　　　（☎ 63-5700）（☎ 0120-28-7830）



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

T
he Face O

f
U

enohara

The Face O
f

U
enohara

23      広報うえのはら　平成 27 年 8 月号　　　　　 広報うえのはら　No.126    22

大
目
地
区

梶
原
義
人
（
基
義
）

甲
東
地
区

久
田
か
づ
子
（
喜
久
雄
）

巌
地
区

木
口
芳
子
（
⻆
俊
彦
）、
守
屋
清

（
エ
キ
）

大
鶴
地
区

伊
藤
み
つ
ゑ（
田
中
恵
子
）、佐
々
木

良
明
（
勇
次
）

島
田
地
区

原
田
勝
三
（
香
）

上
野
原
地
区

飯
島
学
（
進
）、
福
田
正
（
真
人
）、

奈
良
八
千
代
（
壽
弘
）、
石
井
壽
美

（
森
久
保
よ
し
子
）、
奈
良
か
し
子

（
善
信
）、
飯
田

づ
ゑ（
敏
行
）

棡
原
地
区

山
下
ひ
で
子
（
𠮷
丸
）

西
原
地
区

橋
本
せ
つ
（
一
雄
）

秋
山
地
区

原
田
忠
男
（
誠
次
）、
天
野
威
博

（
茂
美
）

巌
地
区

新
海
涼す

ず
か香
（
友
規
）

上
野
原
地
区

野
伏
紗さ

わ和
（
学
）、
佐
藤
真ま

の
か
乃
香

（
真
吾
）

棡
原
地
区

城
戸
陽は

る
と翔
（
陽
介
）

秋
山
地
区

井
上
愛あ

い
り莉
（
政
司
）

甲
東
地
区

久
島
孝
夫=

伊
藤
ひ
と
み

上
野
原
地
区

山
口
智
則=

鈴
木
真
希

川
久
保
貴
啓=

金
子
綾

一
般
書

◇
『
冥
途
あ
り
』

　
長
野
ま
ゆ
み
／
著
　
講
談
社

◇
『
院
内
カ
フ
ェ
』

　
中
島
た
い
子
／
著
　
朝
日
新
聞
出
版
　

児
童
書

◆
『
す
し
食
い
ね
え
』

　
吉
橋
通
夫
／
著  

講
談
社

絵
本

○
『
と
し
ょ
か
ん
へ
い
こ
う
』

　
田
中
六
大
／
絵
　
斉
藤
洋
／
作
　

　
講
談
社

★
移
動
映
画
館
の
お
知
ら
せ
　

市
立
図
書
館
で
は
、
市
内
の
老

人
会
や
自
治
会
な
ど
の
団
体
を
対

象
に
、
職
員
が
会
場
ま
で
出
張
し

て
、
映
画
を
上
映
す
る
移
動
映
画

館
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

8
月
4
日
（
火
）

〜
平
成
28
年
1
月
28
日
（
木
）

※
受
付
期
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《開館時間》　
●水・金・土・日　午前 9 時

30 分〜午後 5 時
●火・木　午前 9 時 30 分〜

午後 7 時
《問い合わせ》　
市立図書館（☎ 63-5241）

スマイル
ニュース

♯107

婚

姻
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Uenohara kids 

わが家の
主役

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

有
害
鳥
獣
の
駆
除

昭
和
26
年
3
月
生
ま
れ
で
、
64
歳
に

な
る
一
ノ
宮
信
幸
さ
ん
。
有
害
鳥
獣
の

駆
除
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
が
43
年

前
。
今
で
は
、「
上
野
原
大
物
ク
ラ
ブ
」

の
代
表
を
務
め
る
。

昔
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
少
な
か
っ
た
が
、
近
年
そ
の
数

が
増
え
、
駆
除
の
依
頼
も
多
く
な
っ
た
。

一
ノ
宮
さ
ん
た
ち
は
、
人
員
が
少
な
い

な
か
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
判
断
し
て
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
苦
労
が

絶
え
な
い
。し
か
し
、畑
の
地
主
か
ら『
ご

苦
労
様
で
す
』
と
言
わ
れ
る
と
そ
の
苦

労
も
報
わ
れ
る
と
話
す
。

今
後
は
、
地
元
の
学
生
な
ど
と
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
若
い
世
代
も
含
め

た
人
材
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
素

敵
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。
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Uenohara kids 

Seishun‒ingNadeshiko
アイ　エヌ　ジー
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Uenohara

わが家の主役

Uenohara kids 

わが家の
主役

一
い ち の み や

ノ 宮  信
の ぶ ゆ き

幸
（大目地区南米沢在住）

♯36

さん

問い合わせ　
市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）
（☎ 62-3117）

▼ 

今
月
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ 

▲
 

　 『
い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
！？
』

①

②

③

④

③

作：上野原市男女共同参画推進委員会　　画：石井京子

市内で頑張っている方、輝いている方が身近にいました
ら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

（
　
）は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、
死
亡

の
場
合
は
届
出
人
【
敬
称
略
　
順
不
同
】

＝
6
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画館 講談社全国訪問おはなし隊 おはなし会 夏休みアニメまつり リンデンドーム朗読館

タイトル名 「かんすけさんと
ふしぎな自転車」 ー 「うみべのいす」ほか 「セントラルパークの妖精」

ほか
「ちょこんばあちゃん」

犬山りん / 作ほか
開 催 日 8 月 8 日（土） 8 月 8 日（土） 8 月 15 日（土） 8 月 19 日（水） 8 月 23 日（日）

時　 間 午前 10 時〜 10 時 25 分 午後 2 時 30 分〜 3 時 35 分 午後 2 時 30 分〜 午前 10 時〜 11 時 30 分
午後 2 時〜 3 時 30 分 午後 2 時〜

そ の 他 協力：たんぽぽ会 協力：上野原朗読の会

巌地区　若菜   弦
げ ん た

太 くん  　 （1 歳 9 か月）
豊さん、珠美さんの長男

“たくさん遊んで、たくさん食べて、すくすく大きくなってね !!”

巌地区　金森   琴
こ と ね

音 ちゃん  　 （1 歳 7 か月）
洋祐さん、綾子さんの長女

“元気で素直に育ってね !”
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